
 
 
１ 日 時 １１月４日(金)１～４校時 

 

２ 場 所 長町中学校体育館，及び各地区（１２地区） 

 

３ ねらい ① 自分が住んでいる地域の中で起こりうる危険について知り，地域での安全について考

える。 

      ② 地域の方々とふれ合い，顔の見える関係を築くことで，地域の一員として必要とされ

ていることを認識し，大人と協力して自分のできることを学ぶ。 

 

４ 協力団体 

① 仙台市社会福祉協議会 太白事務所 

②  各地区民生委員（計６４名参加） 

・鹿野地区民生委員児童委員協議会   会長 他１９名 

・長町第１地区民生委員児童委員協議会 会長 他２０名 

・長町第２地区民生委員児童委員協議会 会長 他２２名 

 

５ 学習内容 

（１）安全マップを作成する。 

 民生委員さんと自分の地区を歩きながら，安全を妨げる場所や災害時に危険な場所をチェ

ックする。今年度は高齢者の目線に立ち，道路の段差や坂道，交通量などに着目した。 

（２）地域の高齢者宅等を訪問する。 

 民生委員さんの紹介で地域に住む高齢者宅を訪問させていただく。自分の住んでいる地域

にどのような方がいるのかを知り，交流を持つことで，地域への関心を高め，地域に貢献し

ていこうという態度をはぐくむ。訪問先では「地域の危険箇所や災害への不安」「震災の時

に大変だったこと」などを聞き，自分にできることを考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは地区ごとに集まり，民生委員さんと

顔合わせを行いました。自己紹介や訪問先に

ついての打合せを行いました。 

各グループに分かれ，民生委員さんに引率され

ながら各地区を回りました。坂道や石垣など地域

の危険箇所も移動しながら確認しました。 

 地域の方との新しい出会いでした。生徒は

緊張しながらも精一杯あいさつをしました。 

 訪問宅では様々な話を聞くことができま

した。地域での危険箇所や，震災の話などを

親切に教えてくださいました。 

 学校に戻ってからはマップ作りや振り返り

を行いました。民生委員さんにもアドバイス

をいただきながら作業を進めました。 

 最後の集会では会長さんからも講評をい

ただきました。地域との関わりや地域の中で

の役割などについて，考えることができまし

た。学びの多い学習でした。 


